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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：核。この遺伝子は、酵母Sir2タンパク質の相同遺伝子であるサーチュインファミリータンパク質をコードしている。サーチュインファミリーのメンバーはサーチュインコアドメインを特徴とし、4つのクラスに分類される。ヒトサーチュインの機能はまだ解明されていないが、酵母サーチュインタンパク質はエピジェネティックな遺伝子サイレンシングを制御し、rDNAの組換えを抑制することが知られている。研究によると、ヒトサーチュインはモノADPリボシルトランスフェラーゼ活性を持つ細胞内調節タンパク質として機能する可能性が示唆されている。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、サーチュインファミリーのクラスIに分類される。選択的スプライシングによって複数の転写産物バリアントが生じる。[RefSeq提供、2008年12月]
	研究分野
	-
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	SIRT1ウサギmAbを用いたHela細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。

